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検体からのウイルス分離・増殖効率を改善する細胞株の探索・樹立 
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研究要旨 

 インフルエンザウイルスの分離にはイヌ腎由来株化細胞［Madin-Darby Canin Kidney

（MDCK）細胞］が慣習的に使用されている。近年、季節性インフルエンザウイルスのひとつ

である A/H3N2 亜型ウイルスについて、MDCK 細胞を用いた分離・増殖の効率低下の傾向が報

告されてきており、野外流行株の分離捕捉率の低下が懸念されている。そこで本研究では、

A/H3N2 亜型ウイルスの分離・増殖効率を改善する細胞株の探索・樹立を目的に各種細胞株

を用いた検討試験を進めた。 

 

Ａ．研究目的 

流行期ごとの季節性インフルエンザウイル

スの性状（抗原性や抗ウイルス薬感受性）

を理解することは、適切なワクチン株を選

定する、あるいは抗ウイルス薬耐性株の出

現・拡がりに対する対策を施す上で、大変

重要である。そのため、流行期の患者臨床

検体からのインフルエンザウイルス分離が

必須となる。インフルエンザウイルスの分

離にはイヌ腎由来株化細胞［Madin-Darby 

Canin Kidney（MDCK）細胞］が長く慣習的

に使用されてきた。しかしながら近年、季

節性ウイルスのひとつである A/H3N2 亜型

ウイルスについて、MDCK 細胞を用いての分

離・増殖効率の低下傾向が報告されてきて

おり、野外流行株の分離捕捉率の低下、ま

たこれによる流行株性状の正確な把握が妨

げられることが懸念されている。そこで、

ウイルス分離・増殖効率の改善を見込める

細胞株を探索・樹立し、この細胞株をイン

フルエンザ流行株分離用基材として地方衛

生研究所に配布、活用してもらうことでイ

ンフルエンザウイルス株サーベイランスへ

貢献することを目標に、各種細胞株を用い

た検討試験を進めた。 

 

Ｂ．研究方法 

現在感染研では、MDCK-SIAT1（SIAT1）細胞

と呼ばれる、季節性インフルエンザウイル

スのレセプターを多く発現している細胞を

A/H3N2 亜型ウイルスの分離・増殖に使用し

ており、ウイルスの分離・増殖効率改善に

一定の効果を上げている。しかしながら、

この SIAT1 細胞は培養維持費が高額である

ことと、海外研究機関で樹立された細胞で

ある点で、地衛研での恒常的な使用につい

ては難しい面がある。そのため、SIAT1 細

胞以外の以下の呼吸器系由来株化細胞およ

びインフルエンザウイルス分離に使用実績

のある結腸由来株化細胞を用意し、インフ

ルエンザウイルスの増殖効率を検討した。

SIAT1 細胞は高いウイルス増殖を示す細胞

株として比較対照に供した。 

・A549 細胞： ヒト肺由来株化細胞 
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・Mv1-Lu 細胞： ミンク肺由来株化細胞 

・MRC5 細胞： ヒト胎児肺由来正常二倍体

線維芽細胞 

・Detroit 562 細胞： ヒト咽頭由来株化

細胞 

・Calu-3 細胞： ヒト気管支由来株化細胞 

・Caco-2 細胞： ヒト結腸由来株化細胞 

 

（倫理面への配慮） 

該当なし 

 

Ｃ．研究結果および考察 

A549 細胞、MRC5 細胞および Mv1-Lu 細胞に

ついて増殖性を検討した。A549 細胞におい

てはウイルスの増殖が認められたが、SIAT1

細胞との比較において増殖性は劣っていた。

一方、MRC5 細胞および Mv1-Lu 細胞におい

ては、ウイルス増殖がほとんど認められな

かった。他の細胞株については現在検討中

である。 

 

Ｄ．結論 

現時点ではインフルエンザウイルスの分離

増殖効率改善が見込める細胞株を選定でき

ていない。すでに検討を行った細胞株につ

いては、培養条件やウイルス増殖に必要な

トリプシンの添加量などについて検討を重

ねるとともに、これまでに候補として挙げ

た以外の細胞株も検討対象として模索して

いく予定である。高増殖性細胞を樹立した

のちは当該細胞などのレセプター発現量と

いった増殖性に寄与する要因も解明し、最

適な細胞株の探索・樹立を目指す。 
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